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0日の記者会見に関する補充説明

4月 9日 の記者会昇における小保方晴子氏の発言に関して,V｀ろいろな意見が出ているこ

とを饉みて、補充説明として小保方氏から闘き取りました点をご紹介いたします。

小保方晴子 雑 団
1 卿 細自の存在について

(1)2op回以上成功したと述いた点について

私は,STAP細胞作成の実験を,毎日のように行い.しかも1日 |こ複数回行うこともあ

りました。STAP細胞の作成手順は,C/Vウスから細胞を取り出して,②いろいろなスト

レスを与え 何峡嘲燿邸獅雌など)=③ l週間程度培養します。この作業のうち,①②の作

業は,それ自体にそれはどの時間は力勁ヽらt毎 日のように行つて並行して培養をしてい

ました。培養後に,多能性マーカーが陽性であることを確認してsMP細胞ぃ た

ことを繭認していました。このように、して作成された STAP細胞の幹細Ш性につ、て は,

培養系で酬 ヒ実験;テラトーマ実験やキメラマウスヘの寄与め実験などにより複数回再

現性を議認していま九

STAP細胞の班究が開始されたのは5年ほど前のことですが,2011年 4月に臨 論
文に中心となる方法として

“

載した酸を用いてSTAP細胞ができることを確認していまし

た。その後, 2011'年 6′ から9月頃には, リンパ球のみならず皮膚や筋肉劉帳 脳や

脂肪などいるいろな細胞について,酸性溶液を含む様 な々ストレス条件を用いてSTAP細

胞,作成を試みました。この間だけでloO回以上は作成していました。

そしてし 2011年 9月以降は,膳臓由来のリンパ球細胞 (ёD46→ を酸性溶液で

刺激を与えて,sTAP細泡を作成する実験を繰り返していました。ヽこのSTAP細胞を用い

て1遺伝子の解析や分化実験やテラトーマの実験などを行うのでしたくさんのWAP細胞
が必要になります。この方法で作つたものだけでも100回以上島 sTAP細胞を作成し
ていますDまた,今回発表した論文には合わせて80種類以上の図表が掲載されており,

それぞれに複数回の予備実験が必要であったことから、STAP細胞は日々 培養され解析き
れてぃました。このことから,会見の場で200回と述べました
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(2)第二者によって成功している点について

迷惑麟かかってはいけないので,私の判断だけで,名前を公表することはできません。

成功した人の存在は,理研も認識しておられるけ ご      ・ ‐…

2 STAp細胞作製レシピの公表について

STAP細胞を作る各ステップに細かな技術鴨な注意事項があるので一言でコツのようなも

のを表現することは難しいのですが,― を試みて下さつている方が,失敗しているス

テップについて,具体的にポイントをお教えすることについては,私の体調が回復し環境さ

え整えR積極的に協力したいと考えております。状況が許されるならば他の方がどのステ

ップで問題が生じているかの情報機 して,瘤 表されているプロトコールに、具体的

なポイントを順次カロ筆していくことにも積極的に取り組んでいきたいと考えております。

また,現在開発中の効率の良いSTAP細胞作製の酸処理溶液のレシビや実験手順につきま

しては、所属機関の知的獄庫であることや特許等の事情もあり、現時点では私個人からすド

てを公表できないことをご理解いただきたく存じます。今の私の置かれている立場では難し

い状況ですが、状況が許されるならは実験を早く再開して、言葉では伝えにくいコツ等がわ

かりやすいように、映像や画像等を盛り込んだプロトコールとして出来るだけ近い将来に公

開していくことに努力していきたいと考えております。

3 4月 12日朝刊での新聞記事について

同日、早部新聞の朝刊において rsTAP論文新疑惑」と螂 記事が機載されましたが,

事実確認を怠った誤った記事であり=大きな課解を招くものであって,許容できるものでは

ありませんbこの説明ltm日中に代理人を通じて同新聞社にお伝えしています。

(1)メスのSTAP囀和胞が作成されており,現亀 理研:こ保存されておりま丸 したがって,

オスの幹細胞しかないといぅのは=事実と興なります.        ́         Ⅲ

(2)STAP幹細胞は,少なくとも
'10株

麟 しています。それらはすでに理研酬 して

おり,理嘲て螺着されています。そのうち,若山先生がオスかメスかを確かめたのは8株だ

けです。それらは:すべてオスでした。若山先生が調べなかったsTAP幹細胞について,第
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=者機関に解析を依頼し染色体を調べたところ,そこには,メ スのWAP幹細胞の株も舘

れていました 記事に書かれている実験RこのメスのSTAP幹細胞を使って有なれ も

のt

4 STAP幹細胞のマウス鶏続の需事について

2013年 3月までは,私は,神炉理研の若山研究室:晰凧していました ですから,マ

ウスの受け渡じというのも,― 間でやりとりをしたのではなく)一つの研究菫内での話

です。この点,課解のないようお願ルヽします。              .
STAP幹細胞は,STAP細胞翻 培養した後に得られるものです。

長期培姜を行ったのも保存を行ったのも若山先生ですので,その関に何が起こったのか

R私にはわかりませた 現在あるSTAP幹細胞は=す
べて若山鰤 樹立されたもので

すじ若山先生のご理解と異なる結果を得たことの原因が、どうしてか、私の作崎的な行為

によるもののように報道されていることは残念でなりません。

追配

4月 9日 の会見は 1穏申し立て」に関する記者会見であり,準備期間も不十分で,しか

も公開で時間も限られた場であつたことから,STAP細胞の存在や科学的な意義についての

説明を十分にすることができませんでした。しかしこのような事精をご理解頂け魂 誂嚇

なかったとして批判をされる方がおられることを悲しく思っております。理研や調査委員会

のご指示や進行具合にもよりますし、私の体調の問題もあるので確かなお約束はできません

が,真摯な姿勢で詳しく聞いて理解してくださる方がいらっしゃるなら・ 体蘭が戻明匁鵜

できるだけ具体的なサンプルや写真などを提示しながらの科学的な説明や質問にじつくりお

答えする機会があればぁりがたく存じま丸 倹興形式では到底無理ですので,たぶ躍 限

定での脱顔になると思いますが…。)

以上
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